
　

屋根材

 カルむね　　　つるや式　乾式棟システム
『カルむね』とは高耐久ＥＰＤＭゴムと透湿性防水シートからなる鶴弥独自の乾式棟工法です。
ＥＰＤＭゴム、透湿性シートは共に、建築用部材として更には屋根用部材として長きにわたり使用され
ている実績があり、高耐久な部材として安心してご使用いただけます。

湿式（棟施工） カルむね（棟施工）

親方 所要時間 30分／４ｍ 所要時間 15分／４ｍ

見習い・アルバイト 所要時間 45分／４ｍ 所要時間 15分／４ｍ
施工品質 職人さんによるバラツキ大 職人さんによるバラツキ小

注）所要時間は当社工事課による目安時間となります。

屋根のALL乾式化を実現

従来工法

隅棟・陸棟
三角冠工法 部材 南蛮しっくい（湿式）
差し棟工法 部材 EPDMシーラー＋防水テープ

袖 - 部材 EPDMシーラー

谷 - 部材 EPDMシーラー

流れ壁 - 部材 流れ壁用シーラー

平行壁 - 部材 EPDMシーラー

新工法
隅棟・陸棟 三角冠工法 『F形カルむね隅シーラー』『F形カルむね面戸シーラー』『カルむねシート』

カルむね

カルむねの積算方法　

キャンペーンについて　

株式会社 鶴弥

ポイント．２　～従来の湿式施工手間を半減します～
次の表を比較してみて下さい。とても極端な例ではありますが、カルむねの特徴は施工がとてもシンプルなところです。
決められた施工手順に従うことにより、親方も見習い・アルバイトも同じ品質の施工を実現します。
つまり、湿式工程が今まで親方の仕上げ施工であった工程に対し、『カルむね』は誰にでも安心して施工していただける
乾式工程となりました。

『カルむね』のココがポイント！
ポイント．１　～屋根の重量を約１トン軽減します～
ということは、建物の負担を減らすばかりではなく、職人さんの作業負担も同じように軽
減します。今までの湿式施工の場合、約１トンもの重さを屋根の上に荷上げし、そして
屋根上で持ち運びをしていました。1トンという重さはなんと車一台分に相当します。
一方『カルむね』では１棟あたり２０ｋｇ未満という驚きの軽さです。

ポイント．３　～安心の防水性能～
風速４９ｍ／ｓ相当、降水量２４０ｍｍ／ｈ　超大型台風の暴風雨を想定した防水試験においても
『漏水なし』という危なげない成績で合格しています。

ポイント．４　～耐久性を向上させる安心部材～
凍害対策として、湿式工法では地域によって特別な配合を行い施工すると聞きます。
『カルむね』部材は十分な耐久性を備えており、耐熱・雨水・地震など様々な状況にも長期間安心してご使用いただけま
す。

ポイント．５　～施工現場の汚れなし～
湿式施工に不馴れな職人さんこそ施工中に現場を汚してしまいがちです。
また雨が降り出しそうなタイミングでは、降雨後の現場の汚れを心配して施工できませんでした。
しかし『カルむね』ならば施工後の降雨も全く心配いりません。

　F形カルむね隅シーラー（本）
　F形カルむね面戸シーラー（本）
　カルむねシート（５０M／巻）

限定３００棟～新商品発売キャンペーン～

湿式重量：車1台 カルむね重量：２０ｋｇ

・３００棟
・ 営業開発部　商品企画課 　担当：古賀野（こがの）、小栗（おぐり）
　
・ 営業部　エリア担当者

約１トンの重量減

従来の仕様では隅棟部の乾式施工といえば差し棟工法でした。（ハウスメーカーなどのオプション施工で使用）
三角冠工法については現在に至っても湿式施工が主流ですが、『カルむね』はこの三角冠工法で乾式を実現し、屋根全体
の乾式化を可能としました。

キャンペーン期間中　お試し価格にて販売！ぜひお試しください～サンプル無料～

※限定数が完了した時点でキャンペーンは終了させていただきます

：隅棟数×隅棟段数×２（両側）
：大棟長さ÷３００ｍｍ×２（両側）
：（隅棟+大棟長さ）÷５０M

・・・1本から出荷可能
・・・1本から出荷可能
・・・1巻から出荷可能

　　【　    限定     　】
　　【　問い合わせ　】
　 TEL：0569-29-2967　FAX：0569-28-5566 E-MAIL：kaihatsu＠try110.com
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